
 1 

主主主主はははは来来来来られるられるられるられる 

2009年年年年１１１１月月月月 18日日日日    アシェルアシェルアシェルアシェル・・・・イントレーターイントレーターイントレーターイントレーター 

福音の中で、イエシュアはご自身の再臨について頻繁に語られました。時々主はたとえ話（麦や

毒麦、網にかかった魚、賢い花嫁と愚かな花嫁、結婚披露宴、10 タラント、ぶどう畑を人に貸す、

山羊や羊など）で語られました。 

３度ほど主はご自身が栄光を受けて再臨される事を公に語られました。1) ご自分が十字架にか

かると預言された時、2) オリブ山で教えられた時、そして 3) サンヘドリンで証言をされた時です。 

1) マタイマタイマタイマタイ 16:27 「「「「人人人人のののの子子子子はははは父父父父のののの栄光栄光栄光栄光をををを帯帯帯帯びてびてびてびて、、、、御使御使御使御使いたちとともにいたちとともにいたちとともにいたちとともに、、、、やがてやがてやがてやがて来来来来ようとしているのでようとしているのでようとしているのでようとしているので

すすすす。。。。そのそのそのその時時時時にはにはにはには、、、、おのおのそのおのおのそのおのおのそのおのおのその行行行行ないにないにないにないに応応応応じてじてじてじて報報報報いをしますいをしますいをしますいをします。。。。」」」」 

十字架での主の弱さに対し、イエシュアは栄光と力を帯びて再臨されます。以前ご自身のために

利用されなかった栄光を用いて、主は天の軍勢を従えて来られます（マタイマタイマタイマタイ 26:53）。主ご自身が

人々に対する裁きを背負われた十字架とは反対に、主は裁きをもたらすために来られます。 

2））））マタイマタイマタイマタイ 24:30-31 （（（（前略前略前略前略））））人人人人のののの子子子子がががが大能大能大能大能とととと輝輝輝輝かしいかしいかしいかしい栄光栄光栄光栄光をををを帯帯帯帯びてびてびてびて天天天天のののの雲雲雲雲にににに乗乗乗乗ってってってって来来来来るのをるのをるのをるのを見見見見るるるる

のですのですのですのです。。。。人人人人のののの子子子子はははは大大大大きなきなきなきなラッパラッパラッパラッパのののの響響響響きとともにきとともにきとともにきとともに、、、、御使御使御使御使いたいたいたいたちをちをちをちを遣遣遣遣わしますわしますわしますわします。。。。するとするとするとすると御使御使御使御使いたちはいたちはいたちはいたちは、、、、

天天天天のののの果果果果てからてからてからてから果果果果てまでてまでてまでてまで、、、、四方四方四方四方からそのからそのからそのからその選選選選びのびのびのびの民民民民をををを集集集集めますめますめますめます。。。。 

ここで私たちは再臨のメイン・テーマを見ます。栄光の力、天の軍勢、そして聖徒たちの集結です。

オリブ山での教えはイエシュアによる終わりの時の基礎となる教えです。この教えの中で主はご

自身の再臨とノアの洪水やソドムの破壊と比較されています。 

主はまた終わりの時について数多い旧約聖書の預言書から引用し（ダニエル書、ヨエル書、ゼカ

リヤ書、イザヤ書、エレミヤ書など）、主の臨在はすべてのヘブル人預言者が教えたことと一貫し

ていることを示されました。 

3) マタイマタイマタイマタイ 26:64 （（（（前略前略前略前略））））人人人人のののの子子子子がががが、、、、力力力力あるあるあるある方方方方のののの右右右右のののの座座座座にににに着着着着きききき、、、、天天天天のののの雲雲雲雲にににに乗乗乗乗ってってってって来来来来るのをるのをるのをるのを、、、、あなたあなたあなたあなた

がたはがたはがたはがたは見見見見ることになりますることになりますることになりますることになります。。。。 

サンヘドリンはイエシュアに対し、あなたはメシアで生ける神の御子かと尋ねました。主の答えは、

詩篇 110章でメシアの敵が足の下に置かれるまで父なる神の右手に座ると述べ、ダニエル書で

人の子のような方が天の雲に乗って来られ、年を経た方のもとに進み、その前に導かれたとあり、

それは私のことであると述べられました。主は大祭司として彼らに語り、彼らが持つ聖書（訳注：当

時は旧約聖書のみ存在した）を根拠として信じるように言われました。 
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時は近い 

歴史上今ほど、終わりの時の預言成就に必要な要素がすべてそろっている時はありませんでした。

世界中の金融制度に危機が生じています。すべての国々の連合体として一つの組織（国連）が存

在します。イスラエルの完全殲滅を促進する世界的な宗教が存在し、ユダヤ人を殺す者は誰でも

神（イスラムの）の働きを行っているのだと主張しています。イスラエルには様々な種類の超正統

派ユダヤ教徒がおり、王であるメシアがすぐに現れるよう待っていますが、それはイエシュアが言

われる「多多多多くのくのくのくの偽預偽預偽預偽預言者言者言者言者（（（（マタイマタイマタイマタイ 24:4, 24））））」への道筋となるのです。 

良い側面として、福音は世界中を回り、中国、インドそしてアフリカで大いに進行しており、大宣教

命令が一世代で達成されるのではないかと考えられるのです。さらに、イスラエルのメシアニック・

レムナント（訳注：イエシュアを信じる「残りの人々」）は今だ少数ですが、毎日強く成長しつつあり

ます。 

マタイマタイマタイマタイ 24:32,34 いちじくのいちじくのいちじくのいちじくの木木木木からからからから、、、、たとえをたとえをたとえをたとえを学学学学びなさいびなさいびなさいびなさい。。。。枝枝枝枝がががが柔柔柔柔らかになってらかになってらかになってらかになって、、、、葉葉葉葉がががが出出出出てててて来来来来るとるとるとると、、、、

夏夏夏夏のののの近近近近いことがわかりますいことがわかりますいことがわかりますいことがわかります。。。。まことにまことにまことにまことに、、、、あなたがたにあなたがたにあなたがたにあなたがたに告告告告げますげますげますげます。。。。これらのことがこれらのことがこれらのことがこれらのことが全部起全部起全部起全部起こってしまうこってしまうこってしまうこってしまう

まではまではまではまでは、、、、このこのこのこの時代時代時代時代はははは過過過過ぎぎぎぎ去去去去りませんりませんりませんりません。。。。 

いちじくの木はイスラエル国家です。イスラエルは 2000年間の死の流浪の末、復活しました。枝

が柔らかくなることの意味は何でしょうか。2000 年の秋、ここイスラエルで福音を伝える私たちは、

人々の心が変化していることに気が付きました。人々の心が柔らかくなっているのです。彼らは聞

いています。葉が出てくることの意味は何でしょうか。現在イスラエルには 100を超えるメシアニッ

ク集会があります。ほとんどの集会は小規模ですが、それらは若芽として確かに認められるもの

です。これらの解釈によりますと、イエシュアはこの世代に戻ってくるはずです。 

マルコマルコマルコマルコ 1:15 「「「「時時時時がががが満満満満ちちちち、、、、神神神神のののの国国国国はははは近近近近くなったくなったくなったくなった。。。。悔悔悔悔いいいい改改改改めてめてめてめて福音福音福音福音をををを信信信信じなさいじなさいじなさいじなさい。」。」。」。」 

  

聖書の御言葉はどの世代にも関連していますが、それぞれの時代の状況に応じて緊急性を帯び

たものとして御言葉を教えるのです。預言は普遍的なものですが、これらの預言が成就する「カイ

ロス（注）」のタイミングがあるのです。エレミヤは神殿が破壊される前に教えました。エズラは神殿

の再建前に教えました。バプテスマのヨハネはイエシュアの最初の降臨前に教えました。イエシュ

アの再臨の前、私たちは教えるためにここにいるのです。 

注：カイロス：ギリシャ語の「実行、決断の時」や「潮時」を指し、主観的なある「時」を指す言葉。 

過去 2000年間なかったほどに時は近づいています。神の御国が来る条件とイエシュアの再臨は

私たちの目の前で成就しつつあります。 
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ガザでの現在の戦闘が中断する時私はこれを書いています。イスラエルのユダヤ人信者として、

私は奇妙な悪魔的な霊の列を見るのです。革新的なメディアは報道を曲げています。イスラム教

徒は私たちがユダヤ人であるということで憎んでいます。正統派ユダヤ教徒たちは私たちがイエ

シュアを信じていることで迫害します。マタイマタイマタイマタイ 24:22 「「「「もしもしもしもし、、、、そのそのそのその日数日数日数日数がががが少少少少なくされなかったらなくされなかったらなくされなかったらなくされなかったら、、、、ひとひとひとひと

りとしてりとしてりとしてりとして救救救救われるわれるわれるわれる者者者者はないでしょうはないでしょうはないでしょうはないでしょう。。。。しかししかししかししかし、、、、選選選選ばれたばれたばれたばれた者者者者のためにのためにのためにのために、、、、そのそのそのその日数日数日数日数はははは少少少少なくされますなくされますなくされますなくされます。」。」。」。」

最近の戦争において両陣営の罪のない犠牲者の生活に対して深い憐れみに心砕かれている中、

世界の紛争は増加するでしょう。何百万人という人々が殺される戦争が起こるかもしれません。 

 

詩篇詩篇詩篇詩篇 96:13 「「「「確確確確かにかにかにかに、、、、主主主主はははは来来来来られるられるられるられる。。。。確確確確かにかにかにかに、、、、地地地地をさばくためにをさばくためにをさばくためにをさばくために来来来来られるられるられるられる。。。。主主主主はははは、、、、義義義義をもってをもってをもってをもって世界世界世界世界

をさばきをさばきをさばきをさばき、、、、そのそのそのその真実真実真実真実をもってをもってをもってをもって国国国国々々々々のののの民民民民をさばかれるをさばかれるをさばかれるをさばかれる。。。。」」」」 

この御言葉は主の再臨を要約しています。イエシュアは来られます。主は裁く者として来られます。

主の裁きは正しく公平です。 

イエシュアはオリブ山での教えを大いなる警告で締めくくりました。「用心しなさい。」 マタイマタイマタイマタイ 24:44 

「「「「だからだからだからだから、、、、あなたがたもあなたがたもあなたがたもあなたがたも用心用心用心用心していなさいしていなさいしていなさいしていなさい。。。。なぜならなぜならなぜならなぜなら、、、、人人人人のののの子子子子はははは、、、、思思思思いがけないいがけないいがけないいがけない時時時時にににに来来来来るのですかるのですかるのですかるのですか

らららら。」。」。」。」主は来られます。それについては疑問の余地もありません。質問は単純で、私たちにはその

用意ができているでしょうか。 


